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131 
日 

開催まで 
あと 

夏季大会　  9/13～16　県富士水泳場 
秋季大会　10/26～29　市立富士体育館 

どのくらい大きくなったかな？

鷹岡小学校3年生発育測定
ふじ高齢者プラン2003

支援費制度が始まりました

富士市青少年の船 参加研修生募集

新しい静岡県議会議員が決まりました

主
な
内
容
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今
回
策
定
し
た
「
ふ
じ
高
齢
者
プ
ラ
ン
２

０
０
３
」
で
は
、
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た

介
護
保
険
料
の
見
直
し
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、

こ
れ
ま
で
行
っ
た
施
策
や
事
業
の
評
価
・
分

析
を
行
い
、
今
後
の
高
齢
者
施
策
を
一
層
充

実
さ
せ
る
た
め
に
、
実
績
を
踏
ま
え
た
新
た

な
目
標
量
を
定
め
ま
し
た
。

「『
自
立
』
と
『
共
生
』
に
支
え
ら
れ
た

活
力
と
安
心
に
満
ち
た
高
齢
社
会
を
め
ざ
し

て
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
平
成
十
九
年
度

ま
で
の
五
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
高
齢
者
人
口
は
急
速
な
増
加
を

続
け
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

富
士
市
で
は
、
平
成
十
三
年
度
に
、
総
人

口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
の
割
合

（
高
齢
化
率
）
が
一
五
％
を
超
え
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
推
移
し
て
い
く
と
、
計
画
の
最

終
年
度
と
な
る
平
成
十
九
年
度
の
六
十
五
歳

以
上
人
口
は
四
万
六
千
人
を
超
え
、
高
齢
化

率
は
一
八
・
九
％
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
お
よ
そ
五
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以

上
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
化
が
進
め
ば
、
介
護
や

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
も
見
込

ま
れ
ま
す
。
介
護
や
保
健
・
福
祉
を
は
じ
め

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
く
の
か
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

高
齢
化
が
進
む
現
状
を
踏
ま
え
、
疾
病
や

け
が
に
よ
る
障
害
、
寝
た
き
り
や
痴ち

呆ほ
う

な
ど

介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

生
活
習
慣
の
改
善
を
図
る
た
め
の
支
援
や
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

s

だ
れ
も
が
生
涯
を
通
じ
て
「
自
立
し
た
個
人
」
と
し
て
生
活
で

き
、
ま
た
、
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
も
、
高
齢
者
と
高
齢

者
を
支
え
る
人
々
が
「
共
生
」
し
て
、
こ
こ
ろ
豊
か
に
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

診
を
実
施
）
・
機
能
訓
練
や
訪
問
指
導
の

充
実
、
在
宅
ケ
ア
や
健
康
度
評
価
事
業
の

推
進
な
ど

保
健
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
専
門

的
な
人
材
の
確
保
・
育
成
と
い
っ
た
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
、
地
域
・
職

域
と
の
連
携
強
化
な
ど

具
体
的
な
施
策

「
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
や
高
齢
者
　

学
級
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
な
ど
、
仲
間
づ
く
り

や
き
っ
か
け
づ
く
り
の
支
援

小
中
学
生
な
ど
と
の
世
代
間
交
流
の
推
進
、

悠
容

ゆ
う
よ
う

ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

育
成
な
ど

高
齢
者
が
、
年
齢
や
性
別
、
世
帯
状
況
や

身
体
状
況
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
、
自
主
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
え
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

具
体
的
な
施
策

食
生
活
、
運
動
、
歯
の
健
康
な
ど
よ
り
よ

い
生
活
習
慣
の
推
進
、「
健
康
推
進
員
」

の
委
嘱
や
「
健
康
づ
く
り
市
民
会
議
」
の

設
置
と
い
っ
た
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く

り
活
動
の
推
進
な
ど

健
康
教
育
・
健
康
相
談
・
健
康
診
査
（
新

規
に
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
歯
周
疾
患
検

就
労
の
啓
発
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

と
の
連
携
・
支
援
、
職
業
相
談
・
起
業
相

談
の
充
実
な
ど

地
域
福
祉
推
進
の
組
織
づ
く
り
・
人
材
育

成
な
ど
の
支
援
や
連
携
強
化
な
ど

「誰
だれ

もが自分らしく、
共にこころ豊かに
生きられる高齢社会」

（ 2 ）（ 3 ）

保健福祉サービス 平成13年度 平成15年度 平成19年度 

生きがいデイサービス 

軽 度 生 活 援 助 

健 康度評価事業  

実施会場数（か所） 

利用者数（人／年） 

実施者数（人／年） 

13

27

923

18

35

1,010

25

60

1,170

機 能 訓 練 教 室 

転倒骨折予防教室 

痴 呆 予 防 教 室 

緊急通報システムの貸与 

実施回数（回／年） 

実施回数（回／年） 

実施回数（回／年） 

利用者数（人／年） 

108

27

127

312

144

31

150

342

148

36

160

402

ほう ち 

健康で生きがいを持った生活が 
できるよう、要介護状態になら 
ないための予防対策や社会参加 
の支援のほか介護家族の支援、 
地域ケア体制などの事業計画を 
定めています。 
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計
画
で
は
、
介
護
保
険
制
度
施
行
後
三
年

経
過
し
た
実
績
を
も
と
に
、
要
介
護
・
要
支

援
認
定
者
数
の
推
計
、
介
護
保
険
対
象
サ
ー

ビ
ス
の
見
込
み
量
を
算
定
し
ま
し
た
。

富
士
市
の
要
介
護
度
別
出
現
率
の
現
状
を

踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
施
行
後
の
前
期
高
齢

者
（
六
十
五
〜
七
十
四
歳
）
・
後
期
高
齢
者

（
七
十
五
歳
以
上
）
ご
と
の
要
介
護
認
定
者

比
率
の
推
移
な
ど
を
考
え
た
結
果
、
左
の
図

の
よ
う
に
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
及
び
利

用
者
を
推
計
し
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
施
行
後
の
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
な
ど
、
給
付
実
績
の
分
析
評

価
、
高
齢
者
実
態
調
査
に
よ
る
利
用
意
向
、

地
域
特
性
な
ど
を
考
え
、
各
年
度
の
サ
ー
ビ

保
険
料
の
算
定
は
、
で
き
る
限
り
富
士
市

の
特
色
を
反
映
さ
せ
、
各
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の

三
年
間
の
見
込
み
量
を
費
用
化
す
る
こ
と
に

よ
り
行
い
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で

の
三
年
間
の
保
険
料
は
、
第
一
号
被
保
険
者

（
六
十
五
歳
以
上
）
一
人
当
た
り
の
月
額
基

準
額
を
二
千
八
百
二
十
五
円
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
前
計
画
で
の
保
険
料
に
比
べ
、
百
二

十
五
円
の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
実
際
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提
供
を
行
う
た

め
、
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
介
護
保
険
事
業

の
運
営
に
努
め
ま
す
。

具
体
的
施
策

多
様
な
事
業
者
の
参
入
の
促
進
な
ど

「
事
業
者
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」、「
ふ
じ
し
の

介
護
保
険
」
の
冊
子
作
成
な
ど

介
護
支
援
専
門
員
の
育
成
と
支
援
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
評
価
、
介
護
保
険
モ
ニ
タ
ー

制
度
の
推
進
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性

確
保
の
推
進
、
医
療
機
関
と
の
連
携
な
ど

（％）
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認定者に対する利用率

85

80
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（富士市）

（県平均）

（県平均）

（富士市）

平成13年度 平成15年度 平成19年度

認定者数

施設サービス
利用者数

居宅サービス
利用者数

（人）

0

5,000

2,176 2,750 3,828
662

985
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3,598
4,626

6,144

ス
の
種
類
ご
と
の
事
業
所
供
給
量
調
査
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果
を
も
と
に
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
量

を
算
定
し
ま
し
た
。
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要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
や
重
度
化
を
予

防
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
良

質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
っ
て
、
要
介
護

者
な
ど
の
生
活
の
質
が
改
善
さ
れ
、
さ
ら
に

介
護
す
る
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
え
る
傾
向
の
あ

る
痴
呆
性
高
齢
者
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
な
施
策

在
宅
生
活
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
、
介
護
家

族
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
と
い
っ

た
家
族
介
護
支
援
の
充
実
な
ど

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
な
ど
福

祉
施
設
の
整
備

転
倒
予
防
教
室
な
ど
介
護
が
必
要
と
な
る
　

原
因
疾
患
の
発
生
予
防
対
策
の
拡
充
、

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
検
討
会
」

の
設
置
な
ど
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

体
制
づ
く
り

痴
呆
の
正
し
い
知
識
や
予
防
意
識
の
普
及

を
は
じ
め
と
し
た
痴
呆
予
防
対
策
の
充
実
、

「
痴
呆
性
高
齢
者
家
族
や
す
ら
ぎ
支
援
事

高
齢
者
の
自
立
支
援
や
生
活
の
質
の
向
上
、

社
会
参
加
を
促
進
す
る
よ
う
、
住
ま
い
や
道

路
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
外
出
し
や
す
い
移
動
手
段
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
の
連
携
に
よ

り
、
高
齢
者
に
対
応
し
た
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
た
め
に

具
体
的
な
施
策

住
宅
整
備
資
金
貸
し
付
け
事
業
な
ど
高
齢

者
が
生
活
し
や
す
い
住
宅
の
整
備
支
援
、

だ
れ
も
が
利
用
で
き
る
公
共
施
設
の
整
備

な
ど
外
出
し
や
す
い
環
境
の
整
備

地
域
防
災
対
策
の
強
化
、
防
犯
・
防
火
対

計
画
推
進
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

国
・
県
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
保
健
・

福
祉
、
介
護
保
険
、
医
療
、
生
涯
学
習
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
と
の
総
合
的
な
推
進
体
制
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
人
材
の
確
保
と
育
成
、

情
報
提
供
体
制
や
相
談
窓
口
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

富
士
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
と
支
援
に

努
め
ま
す
。

業
」（
平
成
十
六
年
度
か
ら
実
施
）
な
ど

介
護
す
る
家
族
へ
の
支
援
、
痴
呆
性
高
齢

者
の
権
利
擁
護
体
制
の
整
備
な
ど

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
な

ど地
域
医
療
体
制
の
充
実
な
ど

問い合わせ　 1 1 1

策
の
推
進
、
交
通
安
全
の
推
進

地
区
福
祉
推
進
会
の
活
動
・
設
立
へ
の
支

援
な
ど

（ 4 ）（ 5 ）

要介護状態の人を対象にした介護保 
険制度を円滑に利用していただくた 
め、居宅や施設での介護サービス量 
の見込みや施設整備の目標を立て、 
平成17年度までの65歳以上の人の 
介護保険料を定めています。 

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
介
護
保
険
事

業
計
画
に
か
か
わ
る
事
業
の
点
検
は
、
市

民
及
び
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
関
係
団
体

の
代
表
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
組
織
す
る

「
富
士
市
福
祉
計
画
推
進
会
議
」
や
「
富

士
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
」
で
検
討
・

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
や
事
業
者
の
代
表
な
ど
か
ら
成

る
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
は
、
市
民

懇
話
会
的
な
位
置
づ
け
で
、
二
つ
の
計

画
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
計
画
の

策
定
を
通
じ
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
家
族
介
護
者
へ
の
支
援
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
で

支
え
助
け
合
う
取
り
組
み
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

今
後
は
、
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
内

容
の
一
つ
一
つ
が
実
と
な
り
、
富
士
市

の
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
、
所
得
な
ど
に
応
じ
て
五
段
階
に

区
分
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
層

の
状
況
を
検
討
し
、
よ
り
負
担
能
力
に
見
合

っ
た
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画

住
み
な
れ
た
地
域
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居
宅
で
可
能
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限
り
自
立
し
た
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
、
ま
た
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
必
要
度
や
緊
急
度
を
考

慮
し
、
適
切
な
利
用
が
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

舘た
て

林ば
や
し

芳
子
さ
ん
（
今
泉
）

富
士
市
介
護
保
険

運
営
協
議
会
副
会
長



計
画
で
は
、
介
護
保
険
制
度
施
行
後
三
年

経
過
し
た
実
績
を
も
と
に
、
要
介
護
・
要
支

援
認
定
者
数
の
推
計
、
介
護
保
険
対
象
サ
ー

ビ
ス
の
見
込
み
量
を
算
定
し
ま
し
た
。

富
士
市
の
要
介
護
度
別
出
現
率
の
現
状
を

踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
施
行
後
の
前
期
高
齢

者
（
六
十
五
〜
七
十
四
歳
）
・
後
期
高
齢
者

（
七
十
五
歳
以
上
）
ご
と
の
要
介
護
認
定
者

比
率
の
推
移
な
ど
を
考
え
た
結
果
、
左
の
図

の
よ
う
に
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
及
び
利

用
者
を
推
計
し
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
施
行
後
の
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
な
ど
、
給
付
実
績
の
分
析
評

価
、
高
齢
者
実
態
調
査
に
よ
る
利
用
意
向
、

地
域
特
性
な
ど
を
考
え
、
各
年
度
の
サ
ー
ビ

保
険
料
の
算
定
は
、
で
き
る
限
り
富
士
市

の
特
色
を
反
映
さ
せ
、
各
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の

三
年
間
の
見
込
み
量
を
費
用
化
す
る
こ
と
に

よ
り
行
い
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で

の
三
年
間
の
保
険
料
は
、
第
一
号
被
保
険
者

（
六
十
五
歳
以
上
）
一
人
当
た
り
の
月
額
基

準
額
を
二
千
八
百
二
十
五
円
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
前
計
画
で
の
保
険
料
に
比
べ
、
百
二

十
五
円
の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
実
際
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
提
供
を
行
う
た

め
、
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
介
護
保
険
事
業

の
運
営
に
努
め
ま
す
。

具
体
的
施
策

多
様
な
事
業
者
の
参
入
の
促
進
な
ど

「
事
業
者
ガ
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の
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介
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護
保
険
モ
ニ
タ
ー
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度
の
推
進
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性

確
保
の
推
進
、
医
療
機
関
と
の
連
携
な
ど

（％）

15

10
9.9 11.7

13.3
10.4 12.2 13.5

80.7

認定率

認定者に対する利用率

85

80
78.9

83.1
81.9 86.0

86.4

（富士市）

（県平均）

（県平均）

（富士市）

平成13年度 平成15年度 平成19年度

認定者数

施設サービス
利用者数

居宅サービス
利用者数

（人）

0

5,000

2,176 2,750 3,828
662

985
1,478

3,598
4,626

6,144

ス
の
種
類
ご
と
の
事
業
所
供
給
量
調
査
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果
を
も
と
に
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
量

を
算
定
し
ま
し
た
。

居宅・施設サービス 

介護老人福祉施設 
（特別養護老人ホーム） 

通　所　介　護 
（デイサービス） 

短期入所生活介護 
（ショートステイ） 

介護老人保健施設 
（老人保健施設） 

介護療養型医療施設 
（介護療養ベッド） 

痴呆対応型共同生活介護 
（グループホーム） 

平成13年度 平成15年度 平成19年度 

17 

162 

37 

330 

185 

168

23 

172 

82 

460 

295 

401 

29 

202 

127 

750 

475 

460

　（か所） 

（床） 

（室） 

　　　（床） 

（床） 

（床） 

要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
や
重
度
化
を
予

防
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
良

質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
っ
て
、
要
介
護

者
な
ど
の
生
活
の
質
が
改
善
さ
れ
、
さ
ら
に

介
護
す
る
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
え
る
傾
向
の
あ

る
痴
呆
性
高
齢
者
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
な
施
策

在
宅
生
活
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
、
介
護
家

族
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
と
い
っ

た
家
族
介
護
支
援
の
充
実
な
ど

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
な
ど
福

祉
施
設
の
整
備

転
倒
予
防
教
室
な
ど
介
護
が
必
要
と
な
る
　

原
因
疾
患
の
発
生
予
防
対
策
の
拡
充
、

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
検
討
会
」

の
設
置
な
ど
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

体
制
づ
く
り

痴
呆
の
正
し
い
知
識
や
予
防
意
識
の
普
及

を
は
じ
め
と
し
た
痴
呆
予
防
対
策
の
充
実
、

「
痴
呆
性
高
齢
者
家
族
や
す
ら
ぎ
支
援
事

高
齢
者
の
自
立
支
援
や
生
活
の
質
の
向
上
、

社
会
参
加
を
促
進
す
る
よ
う
、
住
ま
い
や
道

路
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
外
出
し
や
す
い
移
動
手
段
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
の
連
携
に
よ

り
、
高
齢
者
に
対
応
し
た
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
た
め
に

具
体
的
な
施
策

住
宅
整
備
資
金
貸
し
付
け
事
業
な
ど
高
齢

者
が
生
活
し
や
す
い
住
宅
の
整
備
支
援
、

だ
れ
も
が
利
用
で
き
る
公
共
施
設
の
整
備

な
ど
外
出
し
や
す
い
環
境
の
整
備

地
域
防
災
対
策
の
強
化
、
防
犯
・
防
火
対

計
画
推
進
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

国
・
県
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
保
健
・

福
祉
、
介
護
保
険
、
医
療
、
生
涯
学
習
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
と
の
総
合
的
な
推
進
体
制
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
人
材
の
確
保
と
育
成
、

情
報
提
供
体
制
や
相
談
窓
口
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

富
士
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
と
支
援
に

努
め
ま
す
。

業
」（
平
成
十
六
年
度
か
ら
実
施
）
な
ど

介
護
す
る
家
族
へ
の
支
援
、
痴
呆
性
高
齢

者
の
権
利
擁
護
体
制
の
整
備
な
ど

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
な

ど地
域
医
療
体
制
の
充
実
な
ど

問い合わせ　 1 1 1

策
の
推
進
、
交
通
安
全
の
推
進

地
区
福
祉
推
進
会
の
活
動
・
設
立
へ
の
支

援
な
ど

（ 4 ）（ 5 ）

要介護状態の人を対象にした介護保 
険制度を円滑に利用していただくた 
め、居宅や施設での介護サービス量 
の見込みや施設整備の目標を立て、 
平成17年度までの65歳以上の人の 
介護保険料を定めています。 

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
介
護
保
険
事

業
計
画
に
か
か
わ
る
事
業
の
点
検
は
、
市

民
及
び
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
関
係
団
体

の
代
表
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
組
織
す
る

「
富
士
市
福
祉
計
画
推
進
会
議
」
や
「
富

士
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
」
で
検
討
・

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
や
事
業
者
の
代
表
な
ど
か
ら
成

る
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
は
、
市
民

懇
話
会
的
な
位
置
づ
け
で
、
二
つ
の
計

画
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
計
画
の

策
定
を
通
じ
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
家
族
介
護
者
へ
の
支
援
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
で

支
え
助
け
合
う
取
り
組
み
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

今
後
は
、
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
内

容
の
一
つ
一
つ
が
実
と
な
り
、
富
士
市

の
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
、
所
得
な
ど
に
応
じ
て
五
段
階
に

区
分
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
層

の
状
況
を
検
討
し
、
よ
り
負
担
能
力
に
見
合

っ
た
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画

住
み
な
れ
た
地
域
や
居
宅
で
可
能
な
限
り
自
立
し
た
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
、
ま
た
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
必
要
度
や
緊
急
度
を
考

慮
し
、
適
切
な
利
用
が
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

舘た
て

林ば
や
し

芳
子
さ
ん
（
今
泉
）

富
士
市
介
護
保
険

運
営
協
議
会
副
会
長



市立くすの木学園　  35-0312　 知的障害者授産施設 

県立富士見学園　　  35-0686

富士和光学園　　　  35-0384

富士本学園　　　　  35-1405

きぼうの里　　　　  37-0515

そびな通勤寮　　　  35-1148　 知的障害者通勤寮 

くぬぎの里　　　　  35-5588　 身体障害者療護施設 

社会福祉協議会　　　　　　　64-6600

ふれあい富士居宅介護事業所　  22-0300

介護支援ピア ケア　　　　   　53-1883

りふれ（基準該当）　　　　　35-7301

デイサービスセンターきぼうの里　  35-5520

デイサービスセンターくぬぎの里　  35-5711

富士本学園　　　　　　　　　35-1405

ショートステイきぼうの里　　37-0515

市立ふじやま学園　　　　　　35-0313

市立くすの木学園　　　　　　35-0312

中野ホーム　　　　　　　　　  　－ 

高山ホーム　　　　　　　　　  　－ 

知的障害者更生施設 

身体・知的障害者居宅介護、 
児童居宅介護 

知的障害者デイサービス 

身体障害者デイサービス 

知的障害者短期入所、 
児童短期入所 

知的障害者地域生活援助 

知的障害者短期入所 

身体障害者短期入所 

 

指定施設支援事業者 指定居宅支援事業者 

指 定 事 業 者　　　電　話　　　  種　　別 指 定 事 業 者　　　　　電　話　　　　　 種　　別 

ショートステイくぬぎの里　　35-5588

「支援費制度」の仕組み

利
用
者
が
、
み
ず
か
ら
選
択
し
た
指

定
事
業
者
に
受
給
者
証
を
提
示
し
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
契
約
を
直
接
結

び
ま
す
。

利
用
者
は
利
用
者
負
担
金
を
、
市
は

支
援
費
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
事
業
者

に
支
払
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
選
び
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
市
で
サ
ー
ビ

ス
の
量
や
利
用
者
負
担
金
な
ど
を
決
め
、

受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

問い合わせ　障害福祉課　155-2761

利用者
負担金 支援費

●下記の指定事業者をご利用ください●

※指定事業者以外の事業者と契約した場合は、
利用料は全額自己負担となります。

※市外の指定事業者とも契約ができます。詳
しくは障害福祉課にお問い合わせください。

※中野ホーム、高山ホームについては、障害
福祉課にお問い合わせください。

（ 6 ）

ま
ず
は
、
障
害
福
祉
課
な
ど
の
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
は
、

情
報
を
提
供
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
た
り
し
ま
す
。

利用者

市

サ
ー
ビ
ス

の
提
供

利用者

指定事業者

利用者 市

指定事業者

申
請
書

受
給
者
証

受
給
者
証



富士市青少年の船富士市青少年の船富士市青少年の船
参加研修生募集!!

と　き 8 月 6 日d～10日a 4 泊 5 日
7 月13日aに事前研修（ 1 日）、
9月 6日gに事後研修（半日）を
行います

行き先 沖縄（気象条件によりコースが変
更となる場合があります）

研修内容 講義、寄港地学習、グループで　
の話し合い学習、応急救護などの
体験学習、洋上レクリエーション
による仲間づくりなど

対　象 ①中学生448人（市内在住の人。
男女半数ずつで、過去に参加した人も可。
ただし、応募者多数の場合は初めての人

を優先）
②高校生・青年64人（市内在住・在学・
在勤の30歳以下の人。高校生と青年は各
半数程度とし、青年として 3 年以上継続
して乗船することは不可）

参加費 4 万5,000円
申し込み 5月12日～28日に、申込書（生涯
学習課、各公民館、青少年センターにあ
ります）を直接または郵送で、〒417-8601
富士市役所生涯学習課へ
※応募者多数の場合は、 6 月 2 日に抽せ
んを行います。参加決定者には通知を
します。

問い合わせ　生涯学習課　155-2873

（ 7 ）



ケーブルテレビ3ch「ふじ広報室」の
放送時間が変わりました

月～金曜日　7：00～、11：00～、20：30～

（15分間）

★CATV緊急告知放送システムの試験放送として、

「市からのお知らせ」を生放送しています★

毎月第 2・4 木曜日 8:50～（約10分間）

●CATV緊急告知放送システム
災害時の情報伝達手段として、ケーブルテレビの
3 ch（コミュニティチャンネル）の通常放送を、富士
市のエリアのみ切りかえて、市役所からのさまざま
な情報を流すシステムです。

問い合わせ　広報広聴課　155-2700

（ 8 ）

4 月13日に県議会議員選挙が行われ、その結果、富士市選出議員と
して次の 5 人が新しく選ばれました。
以下は50音順で、氏名（敬称略）・年齢・住所・所属政党です。

早
川

は
や
か
わ

育い
く

子こ

・
四
十
三
歳

・
柚
木

・
公
明
党
　

長
崎

な
が
さ
き

国く
に

男お

・
五
十
八
歳

・
三
ツ
沢

・
無
所
属
　

菊き
く

池ち

初
彦

は
つ
ひ
こ

・
五
十
歳

・
宇
東
川
東
町

・
無
所
属
　

遠
藤

え
ん
ど
う

榮さ
か
え

・
六
十
一
歳

・
川
成
島

・
自
由
民
主
党
　

植う
え

田だ

徹と
お
る

・
五
十
三
歳

・
鷹
岡
本
町

・
自
由
民
主
党
　

地球を考える環境家計簿・スマート

ファミリー認定参加家庭を募集します

実施期間 7 月～ 9 月
定　員 100世帯（応募者多数の場合は抽せん）
申し込み 5 月30日までに、環境政策課または各公
民館にある参加申込書に必要事項を記入し、郵送
またはFAXで、〒417-8601 富士市役所環境政策課
へ　551-0522
6 月11日Dに、ロゼシアター4階第2会議室で説明
会を行います
○午前の部 10：30～　○午後の部 19：00～

※説明会に参加できない人には、資料を郵送します。

問い合わせ
環境政策課　155-2902（地球を考える環境家計簿）
廃棄物対策課 155-2769（スマートファミリー）

●応募資格

市内在住で富士市が好きな人
ならどなたでもＯＫ。年齢、性
別などは問いません。

●活動内容

身近で見つけた出来事、輝い
ている人やグループの話題など
の情報をお寄せいただくほか、

広報ふじの5日号では、市民の
皆さんからのご意見や、地域で活
躍している人やグループなどを紹
介しています。
そこで、「地域の情報通信員」と

して、身近な話題などを提供して
いただく「まちかどネットワーカ
ー」を募集します。ご応募お待ち
しています。

広報紙などへご意見をいただく
ことが主な活動です。また、取
材などを通じて「広報ふじ」づ
くりに参加・協力していただく
こともあります。

●任期

任期は原則として3年。申し
訳ありませんが、報酬はありま
せん。

申し込み・問い合わせ 広報広聴課 155-2700 551-1456
Ekouhou@city.fuji.shizuoka.jp

身近なまちの話題を広報へ



広
見
本
町
の
北
に
位
置
す

る
若
松
町
二
丁
目
・
旭
ケ
丘

入
口
の
茶
畑
に
、
一
本
の
キ

リ
の
大
木
が
た
た
ず
ん
で
い

ま
す
。
周
辺
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
言
え
る
よ
う
な
こ
の
木
は
、

お
茶
の
新
芽
が
鮮
や
か
に
輝

く
四
月
下
旬
か
ら
五
月
初
旬

に
か
け
て
、
フ
ジ
と
同
じ
よ

う
な
淡
い
紫
色
の
美
し
い
花

を
咲
か
せ
、
道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

た
ん
す
や
掛
け
軸
な
ど
の
収
納
箱
の

材
料
と
し
て
な
じ
み
深
い
キ
リ
は
、
成

長
が
大
変
早
く
、
十
数
年
で
家
具
材
と

し
て
使
え
る
よ
う
に
な
る
ほ
ど
で
す
。

ま
た
、
夏
の
季
語
と
し
て
も
使
わ
れ
る

ほ
か
、
花
や
葉
は
紋
章
・
紋も

ん

所ど
こ
ろ

の
図

柄
に
な
る
な
ど
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。

茶
畑
の
そ
ば
に
住
む
渡
邉
辰
雄
さ
ん

（
七
十
四
歳
・
大
淵
）
は
、「
こ
の
キ
リ

は
、
茶
畑
を
持
つ
私
の
兄
が
四
十
年
ほ

ど
前
に
植
え
た
も
の
で
、
昔
は
製
材
業

者
が
切
り
に
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
今
の
木
は
、
十
五
、
六
年
前
に
切

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
出
た
芽
が
こ
こ
ま
で

大
き
く
な
っ
た
も
の
で
す
。こ
の
時
期
、

近
所
の
皆
さ
ん
も
身
近
に
花
見
が
で
き

る
と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。お
と
と
し
は
、

『
何
で
こ
ん
な
に
咲
く
の
か
』
と
思
う

ほ
ど
枝
が
折
れ
そ
う
な
く
ら
い
た
く
さ

ん
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
で
も
大
分

弱
っ
て
き
て
い
る
の
か
、
枝
の
一
部
は

枯
れ
、
昨
年
は
そ
れ
ほ
ど
の
花
を
咲
か

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
昔
、
キ
リ
は
ど
こ

の
家
で
も
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ご
ろ
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な

り
ま
し
た
ね
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お便りください
このコーナーは、皆さんの意見や地域の話題をお届けしています。
広報広聴課155－2700へご連絡ください。

ふ
じ
ふ
じ 

し
く
、
自
分
ら
し
く
、
年
を
重
ね

て
い
く
た
め
の
元
気
情
報
誌
と
し

て
三
か
月
に
一
度
発
行
さ
れ
て
い
る

「
う
ら
ら
」。
平
成
十
一
年
六
月
の
創
刊

後
、
四
月
に
発
行
さ
れ
た
最
新
号
で
十

七
号
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
編
集
長
を

務
め
る
園
部
さ
ん
は
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ

ー
と
い
う
本
業
の
傍
ら
で
、「
う
ら
ら

か
な
高
齢
社
会
を
…
」
と
の
願
い
を
込

め
た
紙
面
を
届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

園
部
さ
ん
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
動
き

始
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
シ
ン
ク
タ
ン

ク
ふ
じ
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
と
し
て
も
活

躍
中
。
富
士
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
熱
い

視
線
を
送
り
、情
熱
を
傾
け
て
い
ま
す
。

「
発
行
当
初
は
、
介
護
保
険
な
ど
高

齢
者
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
伝

え
る
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
取
材
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん

が
求
め
て
い
る
の
は
仲
間
や
話
し
相
手

だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

『
う
ら
ら
』
が
目
指
す
の
は
そ
の
よ
う

な
存
在
に
な
る
こ
と
で
す
。
日
常
の
こ

と
を
お
し
ゃ
べ
り
す
る
よ
う
に
気
軽
に

お
便
り
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ

を
軸
に
紙
面
づ
く
り
が
で
き
る
と
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
発
行
が
続

け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
賛
助
会
員
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
あ
る
か
ら
で
す
。
採
算

を
合
わ
せ
る
の
は
大
変
で
す
が
、
多
く

の
皆
さ
ん
へ
元
気
を
届
け
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
『
う
ら
ら
』
も
長
生
き
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

取
材
活
動
を
通
じ
た
人
と
の
出
会
い

は
何
に
も
か
え
が
た
い
私
の
財
産
で

す
。
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
皆
さ

ん
の
話
を
伺
い
、
高
齢
者
の
経
験
や
知

恵
が
も
っ
と
も
っ
と
生
か
さ
れ
る
社
会

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
自

身
は
、
生
き
方
の
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
感
じ
で
す
ね
」
と
園
部
さ
ん

は
温
か
な
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

高齢社会を考える情報誌
「うらら」の編集長を務める

園
そ の

部
べ

宜
の り

子さん
（錦町1）

ひと 
楽

（ 9 ）

▲うららの発行部数は
5,000部。公民館や図
書館などの公共施設で
も出会えます（無料）

初
夏
を
告
げ
る
若
松
町
二
丁
目
の
キ
リ
の
大
木

t
高
さ
は
約
二
十
メ
ー
ト
ル
、
幹
の
直
径
は
一
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
キ
リ
の
大
木

キリについてお
話を伺った

渡邉 辰雄さん
（大淵）



暮 ら し の

（11）

た よ り 平成15年5月5日号 お問い合わせはダイヤルイン（直通電話）で
市役所　151-0123（代表）

（10）

◆ 5 月11日A

◆ 5 月18日A

◆ 5 月25日A

◆ 5 月 5 日B

内科・小児科・外科
救急医療センター　51－0099 津田
●診療時間
平　日　　午後 7 時～翌朝 8 時
土曜日　　午後 2 時～翌朝 8 時　
日曜祝日　午前 9 時～翌朝 8 時　　

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

ロゼレディースクリニック
芦 川 病 院
柏木耳鼻科医院
名倉堂接骨院

花崎眼科医院
本 橋 医 院
北村クリニック
駅南望月接骨院

蓼原町
中央町
裾 野
本市場

米之宮町
中 野
沼 津
入山瀬 2

厚　原
川成新町
沼 津
今泉 1

宮 島

青葉町
三 島
青葉町
横割本町

60－5747
52－2480
993
（055）

－4771
63－5554

65－7777
36－1800
924
（055）

－0780
71－3177

72－2626
65－8500
967
（055）

－2012
52－2876

63－5122

66－0100
975
（055）

－1773
62－7088
61－3405

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科

眼 科
耳 鼻 科
〃　　　

柔道整復

◎休日救急歯科診療
診療時間　午前 9 時～午後 4 時
診療場所　歯科医師会館 153－5555

平日の夜間及び休日当直医の
問い合わせは… 151－9999

5月の休日当直医など

たむらレディースクリニック
中西眼科クリニック
ぬまづ島田医院
清 整 骨 院

柵山産婦人科医院
杉浦眼科医院
はら仙石耳鼻科
朝 岡 接 骨 院

武田産婦人科医院

と　き ① 5 月30日f、② 6 月20日
f、③ 7 月 8 日c、④ 7 月29日c、
⑤ 9 月10日d、⑥10月30日e 計
6回　①～④9:30～12:30 ⑤⑥13:15～16:00

ところ フィランセ西館
内　容 高齢者向けの献立の工夫と

調理実習
対　象 高齢者、または高齢者と同

居している家族
定　員 30人
持ち物 材料費一部負担、筆記用具、
エプロン、三角巾、ふきん 2枚

申し込み 5 月22日までに電話で保
健福祉センターへ

高齢者食生活講座

1 保健福祉センター　64-8993

と　き　 6 月 1 日a 12:30～14:00受付
ところ　フィランセ西館
内　容 専門医師などによる無料相談
対象疾患　潰瘍

かいよう

性大腸炎、下垂体機
能障害、クローン病、膠原

こうげん

病、、再生
不良性貧血、小児心臓病、てんか
ん、脊ずい小脳変性症、特発性拡
張型心筋症、特発性血小板減少性
紫斑病、ALS、橋本病、パーキンソ
ン病、慢性腎疾患、リウマチほか、
整形外科、内科、心療内科など
申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ　富士市難病団体連絡協

議会　泉 方　161-8749

難病患者総合相談会

1 保健福祉センター　64-8993

と　き
¡ 1 歳児 5 月16日、7月18日、9月
12日、11月14日、1月23日 各金曜日

¡ 2 歳児 6 月19日、8月21日、10月
9 日、12月11日、2月12日 各木曜日
1歳児 2歳児とも10:00～12:00

ところ フィランセ東館 4階カスタ
ネット

内　容 発育と育児、歯の話、栄養
の話・親子体操、病気とホ
ームケアなど

持ち物 母子健康手帳
申し込み 当日直接会

場へ

子 育 て 講 座

1 保健福祉センター　64-8994

小学校入学前の児童を養育してい
る人で、所得が一定未満の人は児童
手当が受けられます。現在受給して
いない人は申請してください。申請
した人は、所得審査を行い、手当が
受けられるかどうか後日通知します。
〈児童手当支給月額〉
第 1・ 2子　月額　5,000円
第 3子以降　月額　 1万円

申し込み　印鑑と父親（母子家庭の
場合は母親）名義の通帳（郵便局
を除く）を持参し、児童福祉課へ

※申請日の翌月から支給します。

児童手当の申請を

1 児童福祉課　55-2763

下水道いろいろコンクール
全国コンクール入賞者

昨年 9 月10日の『下水道の日』の
一環として行われた「下水道いろい
ろコンクール」で、富士市から 3 人
が全国入賞しました。（学校・学年
は応募当時のもの）
●絵画・ポスター部門
特選（日本下水道協会会長賞）
川口舞

まい

華
か

さん（吉永第二小 5年）
入選
神谷仁

ひと

実
み

さん（吉原第一中 1年）
●作文部門
入選
大山桃子さん（天間小 5 年）

1 下水道部管理課　55-2800

1 保健福祉センター　64-8991

訪問保健師（看護師）募集

期　間 6 月 1 日～平成16年 3 月31日
勤務時間 9:00～16:00
業務内容 公害認定患者への訪問指導　
対　象 保健師または看護師の有資格者
募集人員　 1 人
申し込み　 5 月31日までに直接また
は電話で保健福祉センターへ

※後日面接があります。

と　き　 6 月 9 日b・16日b・24日
c・30日b、 7月 7 日b・14日b

・28日b、 8 月 4 日b 13:30～
15:30 （ 6 月 9 日は13:15～15:15、
7 月14日は9:30～12:30、 8 月 4 日
は時間予約制） 計 8 回

ところ　フィランセ西館
内　容　◇医師の講義「血糖値って何
？」◇糖尿病予防の食事のポイント
◇個別健康相談◇調理実習など

対　象　血糖値が高く、改善の必要　
がある70歳未満の人やその家族、
血糖値の高い血縁者がいる人

申し込み 6 月 2 日までに電話で保
健福祉センターへ　

糖 尿 病 予 防 教 室

1 保健福祉センター　64-8993

お年寄りをできるだけ寝たきりに
させず安心した生活が送れ、介護者
自身が体を壊さないように在宅介護
の心構えや介護方法を学びませんか。
と　き 5 月26日、 6月 2日・ 9日

・16日・30日、 7月 7日・
14日　各月曜日　計 7回　
13:30～16:00

ところ フィランセ西館 2階視聴覚室
定　員 30人
受講料 無料
申し込み 5 月23日までに直接また
は電話で保健福祉センターへ

家 庭 介 護 教 室

1 保健福祉センター　64-8993

5 月19日～25日は春の行政相談強
調週間です。国や県、市などに対す
る苦情、意見、要望を行政相談委員
がお聞きし、問題解決のお手伝いを
します。
と　き 5 月23日f 10:00～15:00
ところ 富士北公民館
※定例の相談は、毎月第 2・4金曜日
の13:00～15:00に市役所 2階の市民
相談室で行っています。相談は面
接のほか電話や手紙でも受け付け
ています。

◆行政相談委員

春の行政相談強調週間

1 市民相談室　55-2750

遠 藤 矢 一 

藤 田 正 行 

小長井俊子 

加 来 澄 子 

鵜無ヶ淵303-10 

前田809-7 

伝法1122 

厚原183-1

22－5450 

63－6945 

51－1908 

71－5235

5 月 の 教 育 委 員 会 会 議
5 月定例会を次のように開催します

と　き　 5 月19日b 10:00～
ところ 市役所 8 階政策会議室

1 教育総務課　55-2865

と　き　 6 月15日a 9:30～15:30
ところ　市立博物館
内　容 ペン立てと飾り額
対　象　小学生～一般（ただし小学

4年生以下は保護者同伴）
定　員　20人（先着順）
受講料　300円（材料費含む）
持ち物　筆記用具、新聞紙、タオル、
エプロン、ティッシュ、お弁当
申し込み　 5 月30日から受け付けま

す。直接または電話で市立
博物館へ

富士の型染体験受講者募集

1 市立博物館　21-3380

と　き　 6 月 1 日a 10:00～12:00
ところ　ラ・ホール富士 5階研修室
内　容 マイホームにかかわる法律、

マイホームの資金計画
定　員　150人
参加費　無料
申し込み 5 月30日
の17:00までに直
接または電話で商
業労政課へ※託児
が必要な人は事前
にご相談ください。

富士市マイホームセミナー

1 商業労政課　55-2778

平成14年度の公文書の公開は、16件ありました。

※公文書の公開窓口は、市役所 7 階総務課隣にあります。気軽にご利用ください。
◎情報公開制度が変わりました。
¡公文書の公開請求は、市民に限らず、だれでもできるようになりました。
¡各課などで組織的に管理している文書、データなどは、公文書として取り
扱うこととしました。

¡市が50％以上出資している法人（土地開発公社、施設利用振興公社など）
についても、情報の公開が推進されるような措置を規定しました。

公 文 書 の 公 開 実 施 状 況

1 総務課　55-2706

件
　
数 

総
　
数 

公
　
開 

決
　
定 

一
部
公 

開
決
定 

非
公
開 

決
　
定 

不
存
在 

取
下
げ 
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数 
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開 

決
　
定 

一
部
公 

開
決
定 

非
公
開 

決
　
定 

不
存
在 

取
下
げ 実施機関 

区  分 義 務 公 開 （公 開 の 請 求） 任 意 公 開 （公 開 の 申 出） 

12 
1 
1 
14

14 
1 
1 
16 

5 
0 
0 
5 

5 
1 
1 
7 

0 
0 
0 
0 

2 
0 
0 
2 

0 
0 
0 
0 

2 
0 
0 
2 

2 
0 
0 
2

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0

市　　　長 

教育委員会 

消　防　長 

　   計　　　 

1 社会福祉協議会　64-6600

単親家庭の会
パソコン教室参加者募集

と　き 初級・中級とも 6月 8日～
8月 3日の土日指定日　計10回

◇土曜日　初級・中級とも18:30～20:30
◇日曜日　初級10:00～12:00

中級13:00～15:00
ところ　フィランセ東館 2階ふくし

学習室
内　容 初級　パソコンの基礎

中級　エクセル・ワード
対　象 母子・父子家庭で、会員ま

たは会員登録できる親
定　員 各12人（応募者多数の場合は抽せん）
受講料 800円（テキスト代）
申し込み 5 月22日までに、はがきま
たは電話で住所、氏名

ふりがな

、年齢、電
話番号を書いて、〒416-8558 本市
場432-1社会福祉協議会へ
※託児もあります。

一 斉 防 疫
希望した町内のみ実施します

1 環境衛生課　55-2768

 5 月26日（月） 東滝川町、南滝川町 北滝川町、中比奈町 2

  〃   6 日（金） 三四軒屋 助六、小須 

  〃   5 日（木） 江川、下川成 鮫島、田子 

  〃   4 日（水） 前田 柳島、富士見ヶ丘 

  〃  29日（木） 吉原中島町 1・2 三ッ沢町 1・2・3

  〃  28日（水） 
宇東川町 1・2 
西滝川町 宇東川町 3・本町 

  〃  27日（火） 原田町 2・4 原田町 1・3・本町 

  〃  30日（金） 柏原町 1 柏原町 2・3

  〃   3 日（火） 桧町、今井毘沙門町 大野町、田中町 

  6 月 2 日（月） 西田中町、今井本町 鈴川浜町中通り 
鈴川町1・4

月　　日 午　　　前 午　　　後 

自動車税の納期について 納期 5月12日～6月2日
1 富士財務事務所　65-2118

～市役所～
1国民健康保険課（ 3 階）55-2753

1収税課（ 3 階）55-2730★市県民税・固定資産税
5 月19日（月）・20日（火） 17:00～19:00

★国民健康保険税
5 月12日（月）・13日（火） 17:00～19:00



暮 ら し の

（11）

た よ り 平成15年5月5日号 お問い合わせはダイヤルイン（直通電話）で
市役所　151-0123（代表）

（10）

◆ 5 月11日A

◆ 5 月18日A

◆ 5 月25日A

◆ 5 月 5 日B

内科・小児科・外科
救急医療センター　51－0099 津田
●診療時間
平　日　　午後 7 時～翌朝 8 時
土曜日　　午後 2 時～翌朝 8 時　
日曜祝日　午前 9 時～翌朝 8 時　　

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

ロゼレディースクリニック
芦 川 病 院
柏木耳鼻科医院
名倉堂接骨院

花崎眼科医院
本 橋 医 院
北村クリニック
駅南望月接骨院

蓼原町
中央町
裾 野
本市場

米之宮町
中 野
沼 津
入山瀬 2

厚　原
川成新町
沼 津
今泉 1

宮 島

青葉町
三 島
青葉町
横割本町

60－5747
52－2480
993
（055）

－4771
63－5554

65－7777
36－1800
924
（055）

－0780
71－3177

72－2626
65－8500
967
（055）

－2012
52－2876

63－5122

66－0100
975
（055）

－1773
62－7088
61－3405

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科

眼 科
耳 鼻 科
〃　　　

柔道整復

◎休日救急歯科診療
診療時間　午前 9 時～午後 4 時
診療場所　歯科医師会館 153－5555

平日の夜間及び休日当直医の
問い合わせは… 151－9999

5月の休日当直医など

たむらレディースクリニック
中西眼科クリニック
ぬまづ島田医院
清 整 骨 院

柵山産婦人科医院
杉浦眼科医院
はら仙石耳鼻科
朝 岡 接 骨 院

武田産婦人科医院

と　き ① 5 月30日f、② 6 月20日
f、③ 7 月 8 日c、④ 7 月29日c、
⑤ 9 月10日d、⑥10月30日e 計
6回　①～④9:30～12:30 ⑤⑥13:15～16:00

ところ フィランセ西館
内　容 高齢者向けの献立の工夫と

調理実習
対　象 高齢者、または高齢者と同

居している家族
定　員 30人
持ち物 材料費一部負担、筆記用具、
エプロン、三角巾、ふきん 2枚

申し込み 5 月22日までに電話で保
健福祉センターへ

高齢者食生活講座

1 保健福祉センター　64-8993

と　き　 6 月 1 日a 12:30～14:00受付
ところ　フィランセ西館
内　容 専門医師などによる無料相談
対象疾患　潰瘍

かいよう

性大腸炎、下垂体機
能障害、クローン病、膠原

こうげん

病、、再生
不良性貧血、小児心臓病、てんか
ん、脊ずい小脳変性症、特発性拡
張型心筋症、特発性血小板減少性
紫斑病、ALS、橋本病、パーキンソ
ン病、慢性腎疾患、リウマチほか、
整形外科、内科、心療内科など
申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ　富士市難病団体連絡協

議会　泉 方　161-8749

難病患者総合相談会

1 保健福祉センター　64-8993

と　き
¡ 1 歳児 5 月16日、7月18日、9月
12日、11月14日、1月23日 各金曜日

¡ 2 歳児 6 月19日、8月21日、10月
9 日、12月11日、2月12日 各木曜日
1歳児 2歳児とも10:00～12:00

ところ フィランセ東館 4階カスタ
ネット

内　容 発育と育児、歯の話、栄養
の話・親子体操、病気とホ
ームケアなど

持ち物 母子健康手帳
申し込み 当日直接会

場へ

子 育 て 講 座

1 保健福祉センター　64-8994

小学校入学前の児童を養育してい
る人で、所得が一定未満の人は児童
手当が受けられます。現在受給して
いない人は申請してください。申請
した人は、所得審査を行い、手当が
受けられるかどうか後日通知します。
〈児童手当支給月額〉
第 1・ 2子　月額　5,000円
第 3子以降　月額　 1万円

申し込み　印鑑と父親（母子家庭の
場合は母親）名義の通帳（郵便局
を除く）を持参し、児童福祉課へ

※申請日の翌月から支給します。

児童手当の申請を

1 児童福祉課　55-2763

下水道いろいろコンクール
全国コンクール入賞者

昨年 9 月10日の『下水道の日』の
一環として行われた「下水道いろい
ろコンクール」で、富士市から 3 人
が全国入賞しました。（学校・学年
は応募当時のもの）
●絵画・ポスター部門
特選（日本下水道協会会長賞）
川口舞

まい

華
か

さん（吉永第二小 5年）
入選
神谷仁

ひと

実
み

さん（吉原第一中 1年）
●作文部門
入選
大山桃子さん（天間小 5 年）

1 下水道部管理課　55-2800

1 保健福祉センター　64-8991

訪問保健師（看護師）募集

期　間 6 月 1 日～平成16年 3 月31日
勤務時間 9:00～16:00
業務内容 公害認定患者への訪問指導　
対　象 保健師または看護師の有資格者
募集人員　 1 人
申し込み　 5 月31日までに直接また
は電話で保健福祉センターへ

※後日面接があります。

と　き　 6 月 9 日b・16日b・24日
c・30日b、 7月 7 日b・14日b

・28日b、 8 月 4 日b 13:30～
15:30 （ 6 月 9 日は13:15～15:15、
7 月14日は9:30～12:30、 8 月 4 日
は時間予約制） 計 8 回

ところ　フィランセ西館
内　容　◇医師の講義「血糖値って何
？」◇糖尿病予防の食事のポイント
◇個別健康相談◇調理実習など

対　象　血糖値が高く、改善の必要　
がある70歳未満の人やその家族、
血糖値の高い血縁者がいる人

申し込み 6 月 2 日までに電話で保
健福祉センターへ　

糖 尿 病 予 防 教 室

1 保健福祉センター　64-8993

お年寄りをできるだけ寝たきりに
させず安心した生活が送れ、介護者
自身が体を壊さないように在宅介護
の心構えや介護方法を学びませんか。
と　き 5 月26日、 6月 2日・ 9日

・16日・30日、 7月 7日・
14日　各月曜日　計 7回　
13:30～16:00

ところ フィランセ西館 2階視聴覚室
定　員 30人
受講料 無料
申し込み 5 月23日までに直接また
は電話で保健福祉センターへ

家 庭 介 護 教 室

1 保健福祉センター　64-8993

5 月19日～25日は春の行政相談強
調週間です。国や県、市などに対す
る苦情、意見、要望を行政相談委員
がお聞きし、問題解決のお手伝いを
します。
と　き 5 月23日f 10:00～15:00
ところ 富士北公民館
※定例の相談は、毎月第 2・4金曜日
の13:00～15:00に市役所 2階の市民
相談室で行っています。相談は面
接のほか電話や手紙でも受け付け
ています。

◆行政相談委員

春の行政相談強調週間

1 市民相談室　55-2750

遠 藤 矢 一 

藤 田 正 行 

小長井俊子 

加 来 澄 子 

鵜無ヶ淵303-10 

前田809-7 

伝法1122 

厚原183-1

22－5450 

63－6945 

51－1908 

71－5235

5 月 の 教 育 委 員 会 会 議
5 月定例会を次のように開催します

と　き　 5 月19日b 10:00～
ところ 市役所 8 階政策会議室

1 教育総務課　55-2865

と　き　 6 月15日a 9:30～15:30
ところ　市立博物館
内　容 ペン立てと飾り額
対　象　小学生～一般（ただし小学

4年生以下は保護者同伴）
定　員　20人（先着順）
受講料　300円（材料費含む）
持ち物　筆記用具、新聞紙、タオル、
エプロン、ティッシュ、お弁当
申し込み　 5 月30日から受け付けま

す。直接または電話で市立
博物館へ

富士の型染体験受講者募集

1 市立博物館　21-3380

と　き　 6 月 1 日a 10:00～12:00
ところ　ラ・ホール富士 5階研修室
内　容 マイホームにかかわる法律、

マイホームの資金計画
定　員　150人
参加費　無料
申し込み 5 月30日
の17:00までに直
接または電話で商
業労政課へ※託児
が必要な人は事前
にご相談ください。

富士市マイホームセミナー

1 商業労政課　55-2778

平成14年度の公文書の公開は、16件ありました。

※公文書の公開窓口は、市役所 7 階総務課隣にあります。気軽にご利用ください。
◎情報公開制度が変わりました。
¡公文書の公開請求は、市民に限らず、だれでもできるようになりました。
¡各課などで組織的に管理している文書、データなどは、公文書として取り
扱うこととしました。

¡市が50％以上出資している法人（土地開発公社、施設利用振興公社など）
についても、情報の公開が推進されるような措置を規定しました。

公 文 書 の 公 開 実 施 状 況

1 総務課　55-2706
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市　　　長 

教育委員会 

消　防　長 

　   計　　　 

1 社会福祉協議会　64-6600

単親家庭の会
パソコン教室参加者募集

と　き 初級・中級とも 6月 8日～
8月 3日の土日指定日　計10回

◇土曜日　初級・中級とも18:30～20:30
◇日曜日　初級10:00～12:00

中級13:00～15:00
ところ　フィランセ東館 2階ふくし

学習室
内　容 初級　パソコンの基礎

中級　エクセル・ワード
対　象 母子・父子家庭で、会員ま

たは会員登録できる親
定　員 各12人（応募者多数の場合は抽せん）
受講料 800円（テキスト代）
申し込み 5 月22日までに、はがきま
たは電話で住所、氏名

ふりがな

、年齢、電
話番号を書いて、〒416-8558 本市
場432-1社会福祉協議会へ
※託児もあります。

一 斉 防 疫
希望した町内のみ実施します

1 環境衛生課　55-2768

 5 月26日（月） 東滝川町、南滝川町 北滝川町、中比奈町 2

  〃   6 日（金） 三四軒屋 助六、小須 

  〃   5 日（木） 江川、下川成 鮫島、田子 

  〃   4 日（水） 前田 柳島、富士見ヶ丘 

  〃  29日（木） 吉原中島町 1・2 三ッ沢町 1・2・3

  〃  28日（水） 
宇東川町 1・2 
西滝川町 宇東川町 3・本町 

  〃  27日（火） 原田町 2・4 原田町 1・3・本町 

  〃  30日（金） 柏原町 1 柏原町 2・3

  〃   3 日（火） 桧町、今井毘沙門町 大野町、田中町 

  6 月 2 日（月） 西田中町、今井本町 鈴川浜町中通り 
鈴川町1・4

月　　日 午　　　前 午　　　後 

自動車税の納期について 納期 5月12日～6月2日
1 富士財務事務所　65-2118

～市役所～
1国民健康保険課（ 3 階）55-2753

1収税課（ 3 階）55-2730★市県民税・固定資産税
5 月19日（月）・20日（火） 17:00～19:00

★国民健康保険税
5 月12日（月）・13日（火） 17:00～19:00



6月6日（金） 9:00～14:30
市役所→岩本園→コフレ・アントレード富士→田子浦荘→
富士と港の見える公園→西部浄化センター→市役所

対　象 市内在住・在勤の人　　定　員 20人（今年度初めての人を優先）
持ち物 昼食、水筒、雨具、筆記用具など　　参加費 無料　
申し込み はがきに参加する人の住所、氏名、年齢、電話番号（ 1 枚のはが
きに 2 人まで申し込みできます）、「 6月 6 日見学希望」を書いて、〒417-
8601富士市役所広報広聴課「公共施設見学」係へ（ 5 月20日の消印有効）

※お子さま連れで参加希望する人は、申し込み前にお問い合わせください。
1 広報広聴課　55-2700

（12）

暮 ら し の た よ り 平成15年5月5日号 お問い合わせはダイヤルイン（直通電話）で
市役所　151-0123（代表）

（13）

一 般 

各 
30人 

4,000円 
 6 月 1 日� 8:30～9:00に本人が受講料 
を持参し温水プールへ 
（応募者多数の場合は抽せん） 

 6 月 1 日� 8:30～9:00に本人、もしくは 
家族が受講料と印鑑を持参し温水プールへ 
（応募者多数の場合は抽せん） 

 6 月 1 日� 8:30～9:00に本人が受講料 
と印鑑を持参し温水プールへ 
（応募者多数の場合は抽せん） 

温水プール 
研　修　室 

6/22～8/31　毎週日曜日　計10回 
　　　　　　　　　　　   19：00～20：30

と　　　　　　　　　　き 教  室  名 と  こ  ろ 対 象 定員 受講料 申し込み・問い合わせ先 

エアロビクス 

小学生 

一 般 
女 性 

5,000円 温水プール 6/28～8/30　毎週土曜日　計10回 
　　　　　　　　　　　   13：00～14：30

小学生水泳 

5,500円 温水プール 6/27～8/29　毎週金曜日　計10回 
　　　　　　　　　　　   10：00～11：30

女 性 水 泳 

（除く 7 /20） 

エアロビクス・女性水泳・小学生水泳教室

1 施設利用振興公社　36-2131

バレーボール・レディースサッカー・初心者卓球教室

1 文化スポーツ課　55-2876

レディース 
サ ッ カ ー 

バレーボール 
 7 / 2 ～10/ 1　 毎 週 水 曜日  
19:00～21:00　  

 7 /10～10/30　毎 週 木 曜日  
19:00～20:30　  

初心者卓球 
 9 / 3 ～11/26　毎 週 水 曜日  
19:00～21:00　  

大昭和吉 
永体育館 

市立富士 
体  育  館 

吉原高校 

一　般 
男　女 
初心者 

一　般 

2,000円 

2,000円 
（保険料含む） 

1 か月 
1,000円 

40人 
（応募者多数の 
場合は抽せん） 

30人 
（応募者多数の 
場合は抽せん） 

60人 
（応募者多数の 
場合は抽せん） 

女　性 

教   室   名 と　　　　　　き と こ ろ 対　象 定 員 受講料 申　し　込　み　先  
 

 
 6 月13日（必着）までにはがきに住所、氏名、年齢、 
電話番号を書いて、〒417-0055 永田町2-109-1富 
士市バレーボール協会事務局　小林　方 

 6 月30日までにはがきに住所、氏名、電話番号、生 
年月日を書いて、〒417-0852 原田978-4富士市サッ 
カー協会　米山　方 

 7 月31日までに往復はがきに住所、氏名、年齢、性 
別、電話番号を書いて、〒417-0862 石坂461-18 
富士市卓球協会　黒下　方 

ところ　ラ・ホール富士 対　象 勤労者、一般（学生は除く）
申し込み　 6 月 3 日～ 8日の9:00～20:30に直接ラ・ホール富士へ（応募者多

数の場合は抽せん） ※代理人での申し込みは 1 人分のみできます。

ラ・ホール富士の自主事業
エクセル・ワード・エアロビクス教室

1 ラ・ホール富士 53-4300

教　 室　 名 回 定員 と　　　　　　　　　　　き 

エ  ク  セ  ル 

ワ  　ー  　ド 

エアロビクス 

 7 / 8 ～ 8 / 5 　毎週火・木曜日　19:00～21:00

 7 / 9 ～ 8 / 1 　毎週水・金曜日　19:00～21:00

① 7 / 9 ～ 9 /17　毎週水曜日　10:00～11:30

② 7 / 9 ～ 9 /17　毎週水曜日　19:00～20:30

③ 7 /10～ 9 /18　毎週木曜日　19:00～20:30

� 7 /11～ 9 /19　毎週金曜日　19:00～20:30

8

10

20人 8,000円 

30人 4,000円 

受 講 料 

講　　座　　名　　　　期　　 間　  曜日 定員 回数  教 材 費　   時　  　間 

パソコン（ホームページ作成） 

パソコン（暑中見舞いをつくろう） 

 7 / 7 ～ 9 /22 月 

エ  ア  ロ  ビ  ク  ス  7 / 2 ～ 9 /10 水 

パソコン（エクセル初級）  7 / 2 ～ 9 /10  10

 8 1

 20  10

水 

パソコン（エ  ク  セ  ル）  7 / 3 ～ 9 /11 木 

土 

 2,500円 

 1,600円 

 19：00～21：00

 19：30～21：00

200円 

無　料 

 13：00～17：00

 10 

 6 /28

ところ　青少年センター（広見小学校西側）
対　象　市内在住・在勤で15～30歳の人（中・高校生は除く）
受講料　 1,000円（保険料、利用者会費）のほか、教材費
申し込み　 5 月19日～ 6月 6日に直接または往復はがき（ 1 講座 1 枚）の往

信用の裏面に希望する講座名、曜日、住所（市外の人は勤務先を明
記）、氏名

ふりがな

、生年月日、電話番号を、返信用の表面に郵便番号、住所、
氏名を記入して、〒417-0862 石坂456-5 青少年センターへ

※応募者多数の場合は抽せん。定員の半数に満たない講座は中止となります
のでご了承ください。

青少年センター　　青 年 教 養 講 座

1 青少年センター　21-6129

と　き 7 月 1 日c・ 2日d

9:00～17:00
※時間厳守（ 1 科目でも欠席する　
と資格は与えられません）

ところ フィランセ西館 4階ホール
定　員 130人（先着順）
受講料　3,500円（テキスト代含む）
申し込み 6 月 2 日～13日（土・日曜
日除く）の8:30～17:00に受講申請
書（消防本部予防課にあります）、
写真 1 枚（縦 4 ㎝×横 3 ㎝）、受講
料を持参し、消防本部予防課へ

甲種防火管理者資格付与講習会

1 消防本部予防課　55-2859

はたらく男
ひ

女
と

の講座

1 商業労政課　55-2778

と　き　 6 月 4 日d 18:30～20:00
ところ ラ・ホール富士 5 階研修室
テーマ 「男性社会から共生社会へ

の挑戦」
講　師 堤香苗さん（キャリア・マム社長）
対　象　市内在住・在勤の人
定　員　120人（先着順）
受講料　無料
申し込み 5 月30日までに電話で商

業労政課へ

市民歴史講座
幕末・開国から明治へ激動期の郷土

1 文化スポーツ課　55-2875

と　き　 6 月12日～ 7月10日
毎週木曜日　18:30～20:30
計 5 回

ところ 富士市民センター第 1会議室
内　容　開国とディアナ号、次郎長

と富士開墾など
講　師　諸田玲子さん（作家・吉川英

治文学新人賞受賞）ほか
対　象　市内在住・在勤の人
定　員　80人（先着順）
受講料　1,500円（全 5回分）
申し込み 5 月19日～ 6月11日に受

講料を持参し、直接または　
電話で文化スポーツ課へ

狭あい道路拡幅整備の
市民懇話会委員を募集
1 建築指導課　55-2791

幅員 4メートル未満の狭い道路の
拡幅整備を進めるに当たり、基本計
画策定に関するご意見をいただくた
めの委員を募集します。
期間　 6 月 1 日～ 8月31日
応募資格　富士市に住んでいる満20

歳以上の人（市の行政委員、
公務員、議員は除く）

定　員　 3 人
申し込み　 5 月20日までに住所、氏

名、年齢、性別、職業、電
話番号、狭あい道路拡幅に
ついての意見（200字程度）
を書いて郵送またはEメー
ルで、〒417-8601富士市役
所建築指導課へ

Ekentiku@city.fuji.shizuoka.jp

個人参加公共施設見学

環境クリーンセンターの法定点
検により熱源が供給停止となるた
め、それに合わせプール槽清掃及
び施設内の設備点検を行いますの
で臨時休館します。

温水プール臨時休館のお知らせ

5月22日（木）～29日（木）

1 温水プール　36-2131

5 月の水道料金・下水道使用料
～納入は便利で確実な口座振替で～
市指定金融機関の窓口で直接お申し込みください。

持ち物　通帳・印鑑（届印）・水せん番号（各世帯配布の「使用水
量等のお知らせ」に記載）※申込書は金融機関にあります。

問い合わせ 水道部営業課　55-2846

○納入期限　　 5 月30日f
（納入通知書は、今月中旬に郵送します）

○口座振替日　 5 月28日d

※納入は２か月に１度です（地区によって納入月が異なります）

静岡県内のたこや張り子、お面の
ほか、昔懐かしめんこやすごろく、
紙芝居など約100点を展示します。
と　き 5 月17日g～ 6月15日a

ところ 市立博物館

紙とあそぶ
～なつかしいおもちゃ～展

1 市立博物館　21-3380

これから夏にかけて光化学オキシダントが発生しやすくなります。光化
学オキシダントは人間の目やのどを刺激します。また、農作物などに被害
を与えることもあります。光化学オキシダントの注意報が出たら、次のこ
とに注意しましょう。
◎目やのどに刺激を感じたときは、洗眼やうがいなどをしてください。
◎屋外での運動は控えてください。
◎自動車の運転は自粛してください。
◎農作物や動物に異常を認めたときは、農政課（155-2780）、林政課（1
55-2783）またはみどりの課へ連絡してください。

★人体に異常を感じたときは、保健福祉センター（164-8990）または環境
保全課、富士保健所（165-2156）へ連絡してください。

と　き 10月19日a～25日g 7 日間
行き先 オーストラリア
対　象 市内在住の20～30歳の独身　
勤労青年で青年活動やまちづくり、
国際交流に興味のある人

定　員 5 人（応募者多数の場合は抽せん）
参加費 9 万円
申し込み 5 月12日～30日に、申込
書を直接または郵送で、〒417-8601
富士市役所生涯学習課へ

静岡県東部 青年の翼
研修生募集
1 生涯学習課　55-2873

光化学オキシダントにご注意を！

1 環境保全課　55-2774

コース



6月6日（金） 9:00～14:30
市役所→岩本園→コフレ・アントレード富士→田子浦荘→
富士と港の見える公園→西部浄化センター→市役所

対　象 市内在住・在勤の人　　定　員 20人（今年度初めての人を優先）
持ち物 昼食、水筒、雨具、筆記用具など　　参加費 無料　
申し込み はがきに参加する人の住所、氏名、年齢、電話番号（ 1 枚のはが
きに 2 人まで申し込みできます）、「 6月 6 日見学希望」を書いて、〒417-
8601富士市役所広報広聴課「公共施設見学」係へ（ 5 月20日の消印有効）

※お子さま連れで参加希望する人は、申し込み前にお問い合わせください。
1 広報広聴課　55-2700

（12）

暮 ら し の た よ り 平成15年5月5日号 お問い合わせはダイヤルイン（直通電話）で
市役所　151-0123（代表）

（13）

一 般 

各 
30人 

4,000円 
 6 月 1 日� 8:30～9:00に本人が受講料 
を持参し温水プールへ 
（応募者多数の場合は抽せん） 

 6 月 1 日� 8:30～9:00に本人、もしくは 
家族が受講料と印鑑を持参し温水プールへ 
（応募者多数の場合は抽せん） 

 6 月 1 日� 8:30～9:00に本人が受講料 
と印鑑を持参し温水プールへ 
（応募者多数の場合は抽せん） 

温水プール 
研　修　室 

6/22～8/31　毎週日曜日　計10回 
　　　　　　　　　　　   19：00～20：30

と　　　　　　　　　　き 教  室  名 と  こ  ろ 対 象 定員 受講料 申し込み・問い合わせ先 

エアロビクス 

小学生 

一 般 
女 性 

5,000円 温水プール 6/28～8/30　毎週土曜日　計10回 
　　　　　　　　　　　   13：00～14：30

小学生水泳 

5,500円 温水プール 6/27～8/29　毎週金曜日　計10回 
　　　　　　　　　　　   10：00～11：30

女 性 水 泳 

（除く 7 /20） 

エアロビクス・女性水泳・小学生水泳教室

1 施設利用振興公社　36-2131

バレーボール・レディースサッカー・初心者卓球教室

1 文化スポーツ課　55-2876

レディース 
サ ッ カ ー 

バレーボール 
 7 / 2 ～10/ 1　 毎 週 水 曜日  
19:00～21:00　  

 7 /10～10/30　毎 週 木 曜日  
19:00～20:30　  

初心者卓球 
 9 / 3 ～11/26　毎 週 水 曜日  
19:00～21:00　  

大昭和吉 
永体育館 

市立富士 
体  育  館 

吉原高校 

一　般 
男　女 
初心者 

一　般 

2,000円 

2,000円 
（保険料含む） 

1 か月 
1,000円 

40人 
（応募者多数の 
場合は抽せん） 

30人 
（応募者多数の 
場合は抽せん） 

60人 
（応募者多数の 
場合は抽せん） 

女　性 

教   室   名 と　　　　　　き と こ ろ 対　象 定 員 受講料 申　し　込　み　先  
 

 
 6 月13日（必着）までにはがきに住所、氏名、年齢、 
電話番号を書いて、〒417-0055 永田町2-109-1富 
士市バレーボール協会事務局　小林　方 

 6 月30日までにはがきに住所、氏名、電話番号、生 
年月日を書いて、〒417-0852 原田978-4富士市サッ 
カー協会　米山　方 

 7 月31日までに往復はがきに住所、氏名、年齢、性 
別、電話番号を書いて、〒417-0862 石坂461-18 
富士市卓球協会　黒下　方 

ところ　ラ・ホール富士 対　象 勤労者、一般（学生は除く）
申し込み　 6 月 3 日～ 8日の9:00～20:30に直接ラ・ホール富士へ（応募者多

数の場合は抽せん） ※代理人での申し込みは 1 人分のみできます。

ラ・ホール富士の自主事業
エクセル・ワード・エアロビクス教室

1 ラ・ホール富士 53-4300

教　 室　 名 回 定員 と　　　　　　　　　　　き 

エ  ク  セ  ル 

ワ  　ー  　ド 

エアロビクス 

 7 / 8 ～ 8 / 5 　毎週火・木曜日　19:00～21:00

 7 / 9 ～ 8 / 1 　毎週水・金曜日　19:00～21:00

① 7 / 9 ～ 9 /17　毎週水曜日　10:00～11:30

② 7 / 9 ～ 9 /17　毎週水曜日　19:00～20:30

③ 7 /10～ 9 /18　毎週木曜日　19:00～20:30

� 7 /11～ 9 /19　毎週金曜日　19:00～20:30

8

10

20人 8,000円 

30人 4,000円 

受 講 料 

講　　座　　名　　　　期　　 間　  曜日 定員 回数  教 材 費　   時　  　間 

パソコン（ホームページ作成） 

パソコン（暑中見舞いをつくろう） 

 7 / 7 ～ 9 /22 月 

エ  ア  ロ  ビ  ク  ス  7 / 2 ～ 9 /10 水 

パソコン（エクセル初級）  7 / 2 ～ 9 /10  10

 8 1

 20  10

水 

パソコン（エ  ク  セ  ル）  7 / 3 ～ 9 /11 木 

土 

 2,500円 

 1,600円 

 19：00～21：00

 19：30～21：00

200円 

無　料 

 13：00～17：00

 10 

 6 /28

ところ　青少年センター（広見小学校西側）
対　象　市内在住・在勤で15～30歳の人（中・高校生は除く）
受講料　 1,000円（保険料、利用者会費）のほか、教材費
申し込み　 5 月19日～ 6月 6日に直接または往復はがき（ 1 講座 1 枚）の往

信用の裏面に希望する講座名、曜日、住所（市外の人は勤務先を明
記）、氏名

ふりがな

、生年月日、電話番号を、返信用の表面に郵便番号、住所、
氏名を記入して、〒417-0862 石坂456-5 青少年センターへ

※応募者多数の場合は抽せん。定員の半数に満たない講座は中止となります
のでご了承ください。

青少年センター　　青 年 教 養 講 座

1 青少年センター　21-6129

と　き 7 月 1 日c・ 2日d

9:00～17:00
※時間厳守（ 1 科目でも欠席する　
と資格は与えられません）

ところ フィランセ西館 4階ホール
定　員 130人（先着順）
受講料　3,500円（テキスト代含む）
申し込み 6 月 2 日～13日（土・日曜
日除く）の8:30～17:00に受講申請
書（消防本部予防課にあります）、
写真 1 枚（縦 4 ㎝×横 3 ㎝）、受講
料を持参し、消防本部予防課へ

甲種防火管理者資格付与講習会

1 消防本部予防課　55-2859

はたらく男
ひ

女
と

の講座

1 商業労政課　55-2778

と　き　 6 月 4 日d 18:30～20:00
ところ ラ・ホール富士 5 階研修室
テーマ 「男性社会から共生社会へ

の挑戦」
講　師 堤香苗さん（キャリア・マム社長）
対　象　市内在住・在勤の人
定　員　120人（先着順）
受講料　無料
申し込み 5 月30日までに電話で商

業労政課へ

市民歴史講座
幕末・開国から明治へ激動期の郷土

1 文化スポーツ課　55-2875

と　き　 6 月12日～ 7月10日
毎週木曜日　18:30～20:30
計 5 回

ところ 富士市民センター第 1会議室
内　容　開国とディアナ号、次郎長

と富士開墾など
講　師　諸田玲子さん（作家・吉川英

治文学新人賞受賞）ほか
対　象　市内在住・在勤の人
定　員　80人（先着順）
受講料　1,500円（全 5回分）
申し込み 5 月19日～ 6月11日に受

講料を持参し、直接または　
電話で文化スポーツ課へ

狭あい道路拡幅整備の
市民懇話会委員を募集
1 建築指導課　55-2791

幅員 4メートル未満の狭い道路の
拡幅整備を進めるに当たり、基本計
画策定に関するご意見をいただくた
めの委員を募集します。
期間　 6 月 1 日～ 8月31日
応募資格　富士市に住んでいる満20

歳以上の人（市の行政委員、
公務員、議員は除く）

定　員　 3 人
申し込み　 5 月20日までに住所、氏

名、年齢、性別、職業、電
話番号、狭あい道路拡幅に
ついての意見（200字程度）
を書いて郵送またはEメー
ルで、〒417-8601富士市役
所建築指導課へ

Ekentiku@city.fuji.shizuoka.jp

個人参加公共施設見学

環境クリーンセンターの法定点
検により熱源が供給停止となるた
め、それに合わせプール槽清掃及
び施設内の設備点検を行いますの
で臨時休館します。

温水プール臨時休館のお知らせ

5月22日（木）～29日（木）

1 温水プール　36-2131

5 月の水道料金・下水道使用料
～納入は便利で確実な口座振替で～
市指定金融機関の窓口で直接お申し込みください。

持ち物　通帳・印鑑（届印）・水せん番号（各世帯配布の「使用水
量等のお知らせ」に記載）※申込書は金融機関にあります。

問い合わせ 水道部営業課　55-2846

○納入期限　　 5 月30日f
（納入通知書は、今月中旬に郵送します）

○口座振替日　 5 月28日d

※納入は２か月に１度です（地区によって納入月が異なります）

静岡県内のたこや張り子、お面の
ほか、昔懐かしめんこやすごろく、
紙芝居など約100点を展示します。
と　き 5 月17日g～ 6月15日a

ところ 市立博物館

紙とあそぶ
～なつかしいおもちゃ～展

1 市立博物館　21-3380

これから夏にかけて光化学オキシダントが発生しやすくなります。光化
学オキシダントは人間の目やのどを刺激します。また、農作物などに被害
を与えることもあります。光化学オキシダントの注意報が出たら、次のこ
とに注意しましょう。
◎目やのどに刺激を感じたときは、洗眼やうがいなどをしてください。
◎屋外での運動は控えてください。
◎自動車の運転は自粛してください。
◎農作物や動物に異常を認めたときは、農政課（155-2780）、林政課（1
55-2783）またはみどりの課へ連絡してください。

★人体に異常を感じたときは、保健福祉センター（164-8990）または環境
保全課、富士保健所（165-2156）へ連絡してください。

と　き 10月19日a～25日g 7 日間
行き先 オーストラリア
対　象 市内在住の20～30歳の独身　
勤労青年で青年活動やまちづくり、
国際交流に興味のある人

定　員 5 人（応募者多数の場合は抽せん）
参加費 9 万円
申し込み 5 月12日～30日に、申込
書を直接または郵送で、〒417-8601
富士市役所生涯学習課へ

静岡県東部 青年の翼
研修生募集
1 生涯学習課　55-2873

光化学オキシダントにご注意を！

1 環境保全課　55-2774

コース
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平
成
十
五
年
五
月
五
日
号

最近、「宮本武蔵」にはまってい
ます。大河ドラマの影響は疑いな
いのですが…。13歳のときから勝
負に挑み、生涯で60回を超えたと
伝えられています。勝負の結果に
は諸説があり、吉岡清十郎との勝
負は相打ちで引き分けとの見方も

人　口　242,088人 （前月比－415）
男　120,486人 （－187）
女　121,602人 （－228）

世　帯　84,117世帯（＋126）4月1日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601 静岡県富士市永田町1-100

151-01238 551-1456

富
士
由
比
バ
イ
パ
ス（
国
道
一
号
）は
、

富
士
・
富
士
川
・
蒲
原
・
由
比
の
一
市

三
町
に
お
け
る
交
通
混
雑
の
解
消
を
図

る
た
め
に
建
設
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
四

月
に
、
今
井
か
ら
静
岡
市
清
水
興
津
東あ

ず
ま

町
ま
で
を
結
ぶ
全
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

富
士
川
に
か
か
る
新
富
士
川
橋
は
、

昭
和
四
十
六
年
四
月
に
有
料
道
路
と
し

て
開
通
。
現
在
の
道
の
駅
西
側
に
料
金

所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
四
年
四
月

の
無
料
化
に
よ
り
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年

新
富
士
川
橋
開
通

道の駅近くにお住
まいの
齋藤 志ゆうさん

（五貫島）

バ
イ
パ
ス
が
で
き
る
ま
で
は
、

一
本
北
側
の
細
い
道
が
主
な
道
路

で
し
た
。
こ
の
あ
た
り
は
、
戦
時

中
に
飛
行
場
と
し
て
整
備
さ
れ
、

戦
後
、
水
田
な
ど
に
開
墾
さ
れ
ま

し
た
。
昔
は
建
物
も
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
の
で
、
富
士
山
や
海
が
よ

く
見
え
ま
し
た
よ
。

こ
こ
三
十
年
く
ら
い
の
間
で
、

鉄
工
団
地
が
で
き
た
り
、
小
・
中

学
校
が
で
き
た
お
か
げ
で
世
帯
も

ふ
え
た
り
と
、
こ
の
地
域
も
立
派

に
発
展
し
ま
し
た
ね
。

あるように、必ずしも「全戦全勝」
とはいかなかったようです。
しかし、あえて修羅場に身を置
き続け、「自分」を探し求める姿は、
生き方に自信の持てない症候群の
私には一筋の光明に映ります。

（むさしのファン）

＝ 2 ＝

○現在の「道の駅」付近


	824-01.pdf
	824-02.pdf
	824-03.pdf
	824-04.pdf
	824-05.pdf
	824-06.pdf
	824-07.pdf
	824-08.pdf
	824-09.pdf
	824-10.pdf
	824-11.pdf
	824-12.pdf
	824-13.pdf
	824-14.pdf

